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基を導入する方法を検討し， 1 , 3 ージクロノレー 1 ， 1, 3, 3 ーテトライソプロピルジシロキサンを用
いて糖部の 5'および 3'ー水酸基を保護する方法により，高収率で 2'一 O ーテトラハイドロフラニノレヌク






般に， 3'-水酸基は 5'一水酸基に比べて反応性が低い乙とから， 5'一水酸基と 3'一リン酸ジエステルと
の縮合が行なわれているが，今回， 3' 水酸基と 5'一リン酸ジエステルとの縮合により pU-U-U-U







成阻害物質オリゴ 2 -5 Aの合成を行なった。その結果，テトラハイドロフラニル基を 2'ー水酸基の保
護基に用いた時と同様，高収率で目的とする pArP5F A2FP5FA を合成する乙とができ，大量合成にも











Met ニットを合成し，さらに物理化学的性質を調べる目的でG-G-C-Up を，また tRNA f のアン




E coli t RNA ~ly の 5'末端から33番目までのトリトリアコンタマーを合成した。 12種類のダイマー
2 
あるし、はトリマーブロックを合成し，必要に応じて 5'一水酸基の保護基であるジメトキシトリチノレ基を
臭化亜鉛処理iとより除去した。また，プロックの 3'末端のリン酸の保護基には O ークロノレフェニノレ基と









山根君はリボオリコvヌクレオチドの合成に必須の条件である 2'ー OH 基の保護法を検討し，テトラハ
イドロフラニノレ基に着目し，その有効な導入法を見出した。乙の基によって保護されたモノヌクレオチ
ドを原料として先づ普遍的応用可能なダイマーの合成法を確立した。次にこれを出発点とし， トリマ­
AUG , UAG等 8 種類を合成，又G-G-C-Up 等のテトラマーの合成にも成功した。乙の間 5' ー




発し， (A U G) 3 , (U A G) 3 等のノナマーの合成を行った。更に如上の方法を駆使した大腸菌グリ
シン tRNA2 の 5' 側 33マーの合成によって，本法の有用性を確証した口以上の研究は博士号請求に妥当
なものと員忍める。
qο ???
